












































































































































劣らない らいに重要なのは、経済的な関係の希薄化である。一九二〇年代のアメリカはおおむね好景気に恵まれ、日本のミッション・スクール 対し も比較的手厚い援助をすることが可能だった。特に関東大震災に際しては、その復興に東京のミッション・スクール 多くの援助を受けていた　
ところが一九三〇年代に入ると、世界恐慌の影響でア























ぶことができな なり、それまで立教とは直接関係のなかった前東京帝国大学医学部教授遠山郁三を、後任として選任せざるを得な 状況に追い込 れた。　
だが立教大学では、その後も激しい内部対立が続き、
一九三〇年代後半から戦時期にかけて経済学部を中心に深刻の度合いを深めていくことにな が、こうし 状況とどの程度関連性があったのか、あるいは別の問題だったのかは、今後注意深く検討していくことが必要だろう。註⑴
 
海老沢有道編『立教学院百年史』 （学校法人立教学院
　
一九七四年）
三五六頁。
⑵
 
奈須恵子ほか編『遠山郁三日誌』 （山川出版社
　
二〇一三年）五三
〇頁。
⑶
  「立教に内紛
　
学長の後任で抗争」 『東京朝日新聞』一九三六年五月
十三日。
⑷
  「立教も動揺
　
小島中学校長罷免から校友に反学長の声」 『東京日日
新聞』一九三六年五月十三日、 「文学部長罷免から
　
立教にも騒動」
『読売新聞』一九三六年五月十三日。⑸  「立大生八百名
　
突如、盟休を決行
　
勅語捧読問題を蒸し返し
　
木
村学長に辞職要求」 『読売新聞』一九三六年七月二日。
⑹
 
前掲「立教に内紛
　
学長の後任で抗争」 。
⑺
 
前掲「立教も動揺
　
小島中学校長罷免から
　
校友に反学長の声」 。
⑻
 
前掲「立教に内紛
　
学長の後任で抗争」 。
⑼
 
前掲「立大生八百名
　
突如、盟休を決行」 。
⑽
 
大村八郎『帝都大学評判記』 （三友堂書店
　
一九三四年）一六二、
一六三頁。
⑾
 
前掲『帝都大学評判記』一八〇～一八六頁。
⑿
 
前掲『帝都 学評判記』一八七頁。
⒀
 
あえてペンネームで執筆したという可能性はある。
⒁
 
ただし、同書では理事会の開催を 月二十二日としているが、実際に
は八月十二日に開かれている（立教学院八十五年史編纂委員編『立教学院八十五年史』 〔学校法人立教学院事務局
　
一九六〇年〕三六七頁） 。
⒂
 
縣康「遠山先生追想」 立教』一七号
　
一九六〇年。
⒃
  「青山学院が敢然独立へ
　
米国の援助を辞退」 『東京日日新聞』一九
三三年八月三日。
⒄
 
関西学院百年史編纂事業委員会編『関西学院百年史
　
通史編Ⅰ』
（学校法人関西学院
　
一九九七年）二八九、四六七頁。
⒅
 
立教大学立教学院史資料センター編『立教大学の歴史』 （立教 学
　
二〇〇八年）一〇八頁。
⒆
 
拙稿「戦時下のキリスト教学校： 「青山学院昭和一八年事件」をめ
ぐって」 『史苑』七 巻二号
　
二〇一一年。
